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今
年
も
お
い
し
さ

大
豊
作
！

ボ
ー
ト
ピ
ア
河
辺

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

来
年
度
の
要
望
な
ど
を
話
し
合
い

岩見三内地区の
観光スポット整備を

雄
和
地
域
審
議
会
で
は
、
雄
和
市
民
セ

ン
タ
ー
に
、
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
各
種
団

体
が
打
ち
合
わ
せ
や
事
務
作
業
に
利
用
で

き
る
住
民
開
放
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
、
旧
議
場
を
ミ
ニ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
す

る
こ
と
な
ど
の
活
用
案
が
事
務
局
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
七
日
の
地
域
審
議
会

臨
時
会
で
決
定
し
た
「
雄
和
地
域
の
現
行

除
雪
基
準
の
維
持
」
や
「
循
環
バ
ス
・
ユ

ー
グ
ル
の
運
行
継
続
」「
大
正
寺
学
区
学

校
施
設
の
利
活
用
」
な
ど
五
項
目
を
、
平

成
十
八
年
度
予
算
に
要
望
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

河
辺
地
域
審
議
会
で
は
、
旧
町
庁
舎
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
旧
議
場
を
ミ
ニ
多

目
的
ホ
ー
ル
と
す
る
こ
と
や
、
河
辺
総
合

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
内
へ
図
書
館
機
能
を

導
入
す
る
こ
と
な
ど
が
事
務
局
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
委
員
か
ら
は
そ
れ
に
対
し
、
図

書
館
機
能
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
予
算
に
関
す
る

要
望
と
し
て
、
第
二
回
地
域
審
議
会
で
決

定
さ
れ
た
「
携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
の
解

消
」
な
ど
七
項
目
の
ほ
か
、
岩
見
三
内
地

区
へ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
整
備
、
高
齢
者
バ

ス
優
遇
乗
車
券
の
販
売
所
の
増
設
の
二
項

目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

10月19日 河辺地域

除雪の基準を
維持してほしい

10月21日 雄和地域

第
３
回
河
辺
・
雄
和
地
域
審
議
会

肥
よ
く
な
農
地
や
山
林
が
広
が
る
河
辺
、

雄
和
地
域
は
、
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
、

山
菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
宝
庫
。
そ
の
収
穫

を
た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
、

ボ
ー
ト
ピ
ア
河
辺
で
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
秋
の
収
穫
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
開
始

時
刻
前
か
ら
目
当
て
の
物
を
買
い
求
め
る

お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特
に
、

新
鮮
な
カ
ニ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
カ

ニ
汁
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ボ
ー
ト
ピ
ア

河
辺
の
来
場
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
か
た

が
傘
を
差
し
な
が
ら
並
ん
で
い
ま
し
た
。

同
じ
く
人
気
を
集
め
た
の
が
、
新
米
の

無
料
配
布
で
す
。
あ
ま
り
の
人
気
に
、
即

完
売(

配)

。
運
良
く
も
ら
え
た
か
た
は
、
お

い
し
い
収
穫
に
ニ
ッ
コ
リ
。

どこで「収穫」しようかな？

十
月
三
十
一
日
、
雄
和
の
女
米
木
老
人
ク

ラ
ブ
福
寿
会
が
、
毎
年
恒
例
の
「
と
ろ
ろ
飯

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
も
終
わ
っ

て
ほ
っ
と
一
息
の
こ
の
時
期
、
今
年
は
四
十

二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
尾
山
で
と
れ
た
山
い
も
か
ら
作
っ
た
と

ろ
ろ
は
、
驚
く
ほ
ど
強
い
粘
り
。
そ
れ
を
、

会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
み
そ
の
特
製

だ
し
汁
で
の
ば
し
、
女
米
木
産
あ
き
た
こ
ま

ち
に
と
ろ
〜
っ
と
か
け
れ
ば
、
お
い
し
い
と

ろ
ろ
飯
の
で
き
あ
が
り
で
す
。

す
る
す
る
っ
と
お
な
か
に
入
っ
て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
お
か
わ

り
！
」
が
続
出
。
三
・
五
㌔
の
山
い
も
か
ら

作
っ
た
五
十
人
前
の
と
ろ
ろ
を
あ
っ
と
い
う

間
に
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
女
米
木
の
と
ろ
ろ
は
違
う
な
」

と
、
今
年
も
大
満
足
の
会
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
産
の
ね
ば
り

で
元
気
百
倍
！
　
　

雄
和
女め

米め

木き

で
と
ろ
ろ
飯
会

やっぱりうめなぁ～。
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大
正
寺
お
け
さ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
の
加
藤
さ
ん

tel

０
９
０-

８
７
８
１-

７
４
０
３

秋
田
市
や
由
利
本
荘
市
、

大
仙
市
な
ど
、
雄
和
地
域
内

外
か
ら
の
多
彩
な
出
場
者
が

民
謡
や
舞
踊
、
大
正
琴
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。
入
場
無
料
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

JA
新
あ
き
た
大
正
寺
支
店

２
階
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

電
気
工
事
業
▼
岩
崎
巖(

四
ツ
小
屋
66
歳)

豆
腐
製
造
業
▼
吉
川
宏
悦(

牛
島
61
歳)

美
容
師
▼
駒
場
ハ
ツ
ヱ(

千
秋
73
歳)

理
容
師
▼
塚
田
巍(

新
屋
70
歳)

と

び
▼
齊
藤
久
明(

雄
和
73
歳)

寝
具
製
作
▼
佐
藤
セ
ツ(

将
軍
野
72
歳)

タ
イ
ル
工
▼
佐
藤
二
三
男(

新
屋
67
歳)

車
体
整
備
▼
神
保
明
之(

外
旭
川
64
歳)

菓
子
製
造
▼

島
勝
雄(

新
屋
62
歳)

左
官
工
▼
武
藤

美(

下
北
手
63
歳)

湯
澤
三
男(

広
面
66
歳)

建
築
大
工
▼
今
鐐
悦(

雄
和
65
歳)

建
築
大
工
▼
伊
藤
美
知
雄(

金
足
52
歳)

丸
野
内
孝
男(

新
屋
58
歳)

左
官
工
▼
菅
原
幸

(

下
新
城
59
歳)

路
面
表
示
▼
稻
澤
政
浩(

仁
井
田
42
歳)

調
理
師
▼
岡
部
多
美
雄(

河
辺
51
歳)

藤
原
松
夫(

楢
山
63
歳)

車
体
整
備
▼
小
西
重
雄(

新
屋
63
歳)

造
園
工
事
業
▼
柴
山
貞
則(

手
形
54
歳)

生
花
販
売
▼
鈴
木
次
男(
四
ツ
小
屋
49
歳)

畳

工
▼
村
上
建
一(
旭
南
62
歳)

表
具
工
▼
木
村
明
夫(

保
戸
野
51
歳)

技
能
功
労
者
は
六
十
歳
以
上
で
三
十
年
以
上
の
経
験
と
優

れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
か
た
に
、
優
秀
技
能
者
は
各
種
競
技
大
会
入
賞

な
ど
、
優
れ
た
技
能
を
持
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
二
十
三
人
の
か
た
が
た
に
決
ま
り
ま
し

た
。
表
彰
式
は
十
一
月
三
十
日
(水)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

工
業
労
政
課
ま
で
。

工
業
労
政
課tel(

８
６
６)

２
１
１
４

★
能
功
労
者

11
月
20
日
(日)

午
前
10
時
〜

受
賞
お
め
で
と
う
！

技
能
功
労
者

優
秀
技
能
者

技
能
功
労
者

優
秀
技
能
者

＝
敬
称
略

秀
技
能
者
＝
敬
称
略

技

優

岡部多美雄さん(河辺)

「市町合併後、最初の表彰で選ばれて
うれしいです。味だけでなく見た目も
おいしい、真心のこもった料理をお出
しするのがモットー。野菜の剥

む

き物(写
真は大根で作ったコイ)も得意です」

「杉のや」取締役調理長
優秀技能者

「地元雄和の水沢橋や、秋田大学医学部、
旧産業会館など、とび職人として、市
内の多くの建築物に関わってきました。
今は現場の安全対策がしっかりしてい
る分、油断しないための厳しさも必要。
体が動く限りは、自分の技術と経験を
現場に伝えていきたいですね」

齊藤久明さん(雄和)
(株)三栄建設取締役会長

技能功労者


